
（1）利用目的
　グラファイトにガンマ線を照射することにより、12Cを11Bへ変換し、ホウ素ドープグラ
ファイトを作製する。
（2）実験方法
　BL01にて、33.4 MeVのガンマ線をグラファイトに照射した。グラファイトのキャリア
密度およびホウ素濃度を照射前後で比較した。
（3）実験結果
　23時間のガンマ線照射によっても、キャリア密度や電気抵抗率の変化は見られなかっ
た。この原因は、(1)ガンマ線照射量不足、もしくは(2)形成されたホウ素が活性化してい
ないことが考えられる。
（4）成果の波及効果、今後の見通し
　ドーピングされた高品質のグラファイトを作製することは、高速動作電子デバイスへ
の応用という実用面で重要である。本研究により高品質のホウ素 ドープグラファイトが
作製できれば、電子工学の両者において大きな進捗を得ることができると期待される。 
今後は試料アニールによるドーパントの活性化実験を進め、光核変換反応によるグラ
ファイトへのドーピング技術の検証を進めていきたい。
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利用成果の概要
　グラファイトへのホウ素ドープは次世代カーボンエレクトロニクスの発展
に欠かせない。光核変換反応を用いてホウ素ドープグラファイトを作製する
ため、グラファイトへのガンマ線照射実験を行った
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図面等
　図1. ガンマ線照射前後における質量数10および11の強度比較
　図2. ホール効果測定より求めたキャリア密度のガンマ線照射時間依存
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